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『やさしいコンピュータ科学』

Alan W.Biermann：著 和田英一：監訳 アスキー 1993年 495ページ 4,893円

MIT(マサチューセッツ工科大学)で使われたコンピュータ科学(情報科学とほぼ同義)の

一般教育向け教科書である。コンピュータ科学を専門にする学生ではなく一般の学生に，情

報科学のエッセンスである「重要概念」を教えるという立場を取っている。決定木，テキス

ト処理，数値計算，データベース，ソフトウェア工学，電気回路，トランジスタ，VLSI，ア

ーキテクチャ，言語，計算量，並列計算，計算可能性，人工知能と幅広い内容が取り上げら

れている。内容はオーソドックスだが切り口が楽しい。しかも，お話だけでなく，実際にプ

ログラムを書いて動かしてみようということで，Pascal言語(原著では Java言語版も出て

いる)による演習がついており，その題材もおもしろい。

『情報学の理論と実際』

Brian C.Vickery,Alina Vickery：著

津田良成，上田修一：監訳 勁草書房 1995年

540ページ 8,925円

情報はともすると，コンピュータによる処理を

中心に捉えてしまいがちであるが，本書は，図書

館から見た情報の概観である。人間にとっての情

報，実際のデータの特性，図書館を中心とした社

会での情報の扱いなど，情報科学とは少し違った

切り口で書いてあり，いろいろと考えさせられる。

情報システムに関する部分は古くなっているとこ

ろもあるが，他分野からはこのように見えている

という意味で，かえって参考になることもあろう。

『一般システム思考入門』

Gerald M.Weinberg：著 松田武彦：監訳 紀伊國屋書店

1979年 342ページ 3,772円

情報システム」のように「システム」と

名のつくものは多数あるが，システムにつ

いてきちんと学ぶことは普通はあまりない

であろう。本書はシステムを扱ったもので

あるが，身近な題材を扱って一般向けに書

かれており，読みやすい。各章の研究課題

も示唆に富む。「情報システム」が普及した

現在，本書を読むといろいろと思いあたる

こともあり，驚かされる。

『ハッカーズ』

Steven Levy：著 古橋芳恵，松田信子：訳 工学社 1987年

622ページ 2,625円

蘊蓄といえば，コンピュータの歴史も楽しい。技術史より

人間的な話のほうが，コンピュータの苦手な生徒も惹き付け

るだろう。本書は，コンピュータ黎明期の人々を描いた楽し

い歴史書である。今はハッカーという言葉は悪い意味に使わ

れることが多いが，ここでは歴史的な意味で使われている。

その意味を理解するためにも本書は必読の書である。

『インストラクショナルデザイン－教師のため

のルールブック』

島宗理：著 米田出版 2004年 182ページ 2,100円

コンピュータの実習は楽しいけれど何を学んだかわか

らないものになりがちである。本書は，コンピュータに

限らず，人にものを教えるための原則を解き明かした本。

インストラクショナルデザイン（ID）の考え方は，先生

自身の教え方のヒントになるだけでなく，コミュニケー

ション技術として生徒に教えてもいいかもしれない。

東京大学大学院 教授 山口 和紀 先生

三重大学 教授 奥村 晴彦 先生

特 集

『マッチ箱の脳(AI)―使える人工知能のお話』

森川幸人：著 新紀元社 2000年 221ページ 2,310円

WindowsやOfficeをブラックボックスとして操作する技能を身につけるための本は山ほど

あるが，子どもたちにコンピュータ科学の楽しさを教えてくれる本は非常に少ない。本書はそ

のような本の１つである。本書を読んで，ニューラルネットワークや遺伝的アルゴリズムなど

についての蘊
うん
蓄
ちく
を生徒に熱意をもって語れば，将来コンピュータの研究をしたいと考える生徒

が出るかもしれない。なお，ネットを探せばオンライン版が見つかるかもしれない。：-)

※2008年１月現在，この書籍は絶版になっています。

※書籍の発行年は初版，価格は消費税込で示しています。

を教える

ときに

きに参考となる書籍を，大学や

て学ぶにはやはり書籍が役立ち

インターネットにも情報はあふ

に聞きました。
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『National Educational Technology
 

Standards for Students Second Edition』

NETS Project, Susan Brooks-Young：編著

ISTE 2007年 25ページ $12.95

国内のみならず，海外の動向にも注意を払っておきた

い。その中でも，日本が最も影響を受けている米国にお

いては，ISTEが教育工学に関する基準(NETS)を公開

している。NETS for Studentsの第２版が2007年に公開

された。この日本語訳は私が現在進めている。これに続

き，NETS for Teachersが2008年に，NETS for Admin-

istratorsが2009年に公開される予定である。

情報処理学会誌『情報処理』2007年11月

Vol.48 No.11
情報処理学会：編著 オーム社(会員外発売所) 2007年

140ページ 1,680円

情報処理学会員には毎号送付される雑誌であるが，この号

では「変わりつつある情報教育」という特集が組まれており，

小・中・高等学校における情報教育の実践事例紹介や，教科

「情報」制定の経緯，海外の動向，大学入試，そして大学にお

ける情報教育に至るまで，コンパクトかつ体系的にまとめら

れている。単体で購入すると高価だが，その内容は情報科教

員ならば必見である。

①『生きるための知識と技能 3 OECD生徒の学習到達度調査(PISA)

2006年調査国際結果報告書』

②『PISA 2006年調査 評価の枠組み―OECD生徒の学習到達度調査』

国立教育政策研究所：編 ぎょうせい 2007年

①308ページ，②177ページ ①3,990円，②2,500円

この２冊はセットで推薦したい。次期学習指導要領で学習内容が増加に転じるきっかけとなっ

たPISAについては，その中身をしっかり理解する必要がある。PISAとは，15歳の生徒を対象

に，OECDが３年毎に行っている学習到達度調査である。PISAでは「数学的リテラシー」「読解

力」「科学的リテラシー」の３つの柱で調査が行われていたが，2006年はこれらに加え「問題解決

能力」も調査されている。この中で「読解力」と「問題解決能力」は，教科「情報」で育成しようとし

ていることそのものであり，情報科教員は教科の教育目標をここに見出すことができると考える。

『プログラミング言語ドリトル』

兼宗進：著 イーテキスト研究所(近刊)

授業の中でプログラミングを活用する事例が紹介され

ている。文字やグラフィックスだけでなく，生徒の画面

どうしで通信するチャットプログラムや，ロボットや飛

行船を制御するプログラムを簡単に作れるので，ソフト

ウェア，情報通信，計測制御などの教材として利用する

ことができる。オンライン版はウェブブラウザで動作す

るため，事前にインストールなどの準備をしなくても利

用できる。

『情報』(東京大学教養学部テキスト)

川合慧：編 東京大学出版会 2006年 288ページ 1,995円

東京大学教養学部で使われている標準テキストである。学

部や専攻に関係なく，すべての大学生が知っているべき情報

科学の基礎がまとめられている。幅広

い分野が簡潔に紹介されており，情報

の教員にとって参考になる部分が大き

い。あらかじめざっと全体を眺めてお

き，授業の前に関連する部分の解説を

読んでいく使い方が便利である。

『コンピュータを使わない情報教育 アンプラグドコンピュータサイエンス』

Tim Bell，Ian H.Witten，Mike Fellows：著 兼宗進：監訳 イーテキスト研究所

2007年 120ページ 1,575円

コンピュータの内部で行われている処理の考え方を，体験を通して学習するための方法が紹

介されている。取り上げられている内容は，二進法や画像のビット表現，情報圧縮，探索，並

べ替えなどがあり，教科書と結び付けて扱うことができる。対象年齢は小学校高学年以上とな

っており，初心者が教具やゲームなどを使い楽しみながら学習できるよう工夫されている。情

報の授業では，最初にこの教材で興味をもたせ，教科書と解説で発展させる使い方が効果的で

ある。授業で配布できるワークシートが用意されており，各章のコラムでは，学んだ内容がど

のように社会で使われているかが解説されている。

千里金蘭大学 専任講師 中野 由章 先生

一橋大学 准教授 兼宗 進 先生

れていますが，物事を体系立て

ます。教科「情報」を教えると

高校で「情報」にかかわる先生

冊

読んで

おきたい
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『自己認識としてのメディア・リテラシー－文化的アプローチによる国語科メディ

ア学習プログラムの開発』

松山雅子：編著 教育出版 2005年 242ページ 2,415円

情報」の授業といえば，Excel・PowerPointといった定番アプリケーションソフトウェアの操

作学習が中心，という学校はいまだに多い。その硬直した授業から脱却するための弾みとなる力

を，この本は秘めている。鉄腕アトムのアニメのCMや予告編などをパソコンで作りながら，メデ

ィアリテラシーを学べる授業展開が紹介されている。

特筆すべきは，授業実践に必要なものが，この本１冊ですべて揃うことだ。アニメ素材はもち

ろん，CMを作るためのソフトウェアまでCD-ROMでついているので，すぐに授業に取り組める。

書名の「国語科」にこだわらず，情報科教員にこそ活用してもらいたい本。

『.hack//Another Birth－もうひとつの誕生

Vol.1>感染拡大』

川崎美羽：著 角川書店 2004年 263ページ 540円

情報」の教員でネットゲームの経験者は意外に少ない。

一方，生徒の中には必ずネットゲームのプレイヤーがいる。

しかもその割合は今後確実に増えていく。この小説にはネ

ットゲームの世界と，その仮想世界を通じてつながりを作

りあげていく人々の姿が描かれている。最後に提示される

のは，結局人にとって大切なのは「リアル」―現実の人生

なのだ，という価値観。ぜひ一読を。

『新・コンピュータと教育』

佐伯胖：著 岩波書店 1997年 199ページ 735円

指導要領の改訂に伴い教科「情報」も生まれ変わろうと

している今，あらためて学校にコンピュータを導入する意

味を考える必要がある。10年前に書かれたにもかかわらず，

この本の主張は今の学校現場に向けられているかのようだ。

この本を読んで，果たして授業におけるパソコンが，「学

びを支援する道具」となっているのかを検証することで，

新しい「情報」の形が見えてくるだろう。

※2008年１月現在，この書籍は重版未定です。

『統計でウソをつく法－数式を使わない統計学入門』

Darrell Huff：著 高木秀玄：訳 講談社 1968年 223ページ 924円

私たちの周りには毎日たくさんのデータが提供されているが，なかにはかなり怪しげなデータも

ある。この本のはしがきで著者は「だまされないためには，だます方法を知ること」であると主張

し，統計データの取り方，平均のもつ意味，グラフの描き方など，統計データと接する際の基本に

ついてわかりやすく解説している。特に第10章には，「統計のウソを見破る五つのカギ」として，①

統計の出所に注意すること，②調査方法（回答率やサンプリング）に注意すること，③隠されてい

る資料に注意することなど，私たちがどういう点に注意すべきかが書かれている。少し古いが今も

輝きを失わない良書である。

『知の技法』

小林康夫，船曳建夫：編 東京大学出版会 1994年

296ページ 1,575円

第三部にある「表現の技法」がおもしろい。論文の書き

方，口頭発表の仕方，調査の仕方などを解説する。この中

で著者は，「論文」とは「自分の主張を，何らかの調査に基

づいて，合理的な仕方で根拠づけようとする文の集まり」

であると定義し，自分の主張のないものは論文ではないと

喝破する。パソコンを使って内容のある制作物をいかに作

るか。そのためのヒントとなる本である。

『Q&A 事例でわかる インターネットの法律問題』

小林英明：著 中央経済社 2001年 309ページ 3,990円

電子メールの法律，ホームページを作るときの法律，ネ

ット取引に関わる法律などを解説している。ただし，表現

が少し堅苦しい点と最新の事例が載っていない点が気にな

る。忙しくて時間のない方には『インターネットの法律と

トラブル解決法』(神田将：著，自由国民社，2006年，199

ページ，1,470円)がおすすめである。トラブルに遭った生

徒から相談を受けた場合にも参考になろう。

大阪府立成城高等学校 教頭 松本 英太郎 先生

大阪府立岸和田高等学校 指導教諭 南 英世 先生

特 集



『KNOPPIXではじめる Linux入門』

諫山 研一，天野 正樹：著 秀和システム 2005年

246ページ 2,520円

いまやOSといえば，Windowsが普通であろう。異なるOSを導

入することは，興味はあっても，不安を感じる方もいるかもしれ

ない。Linuxは安定性と性能面で注目されているOSである。最大

の魅力はKNOPPIXなどのディストリビューションを使って，デ

ィスクのみで起動できる点にある。本書には KNOPPIXを収録

したCD-ROMが付属しており，メールやLANの設定などを体験

させながら学ぶことができる。ディスクを外せばもとのコンピュ

ータの環境にもどせるため，Linuxの体験にも適した書籍である。

『ヒットの「色」じかけ』

高坂美紀：著 ベストセラーズ 2007年

190ページ 720円

あなたは，なに色の携帯電話を使用しているだろ

うか 同じ機種でも多くの色の携帯電話が発売さ

れている。従来は数色しかなかった携帯電話や家電

製品，ゲーム機などが，2000年頃から様々な色を使

い始めている。その背景を考えるのも興味深いとこ

ろであるが，授業では「色」について考えたり，CG

の色による効果を体験させたりするのもおもしろい。

色の不思議さについて考えさせられる本である。

『30日でできる OS自作入門』

川合秀実：著 毎日コミュニケーションズ 2006年

705ページ 3,990円

プログラミングの基礎からはじめて，30日後にはウィン

ドウシステムを有する32bitマルチタスクOSを作り上げる

という入門書だ。３観点の１つである「情報の科学的理解」

というテーマに本気で取り組みたい方にはお薦めの１冊で

ある。実際にOSを完成するためには，予備知識が必要だ

し，アセンブラやC言語についてもかなり勉強する必要が

あるが，全体を一読するだけでも得るものは大きい。

『コンピュータのための数学―論理的アプローチ』

David Gries，Fred B.Schneider：著

難波完爾，土居範久：監訳 日本評論社 2001年

381ページ 4,935円

情報科学を学ぶために必要な数学の基本を，コンピュー

タ科学者がその立場から書き起こした内容で全編構成され

ている。コンピュータ成立の土台を知り，情報科学の理論

を体系的に学ぶ上で大いに勉強になる本である。「歴史ノー

ト」と題し随所に差し込まれたさまざまなエピソード集も，

教科「情報」の授業で，座学で講義をする際の導入部分や

小ネタなどとしても十分使えそうだ。

『論理表現の方法』

橋本恵子：著 創言社 2006年 96ページ 1,260円

自分の考えを，筋道を立てて相手にわかりやすく効果的に表現することは，教科「情報」にお

いて極めて重要な命題である。本書では，著者が長年の研究で,Toulminモデル，帰納法・演繹

法，三段論法の３つを組み合わせ，独自に編み出した「スピーチ構成図」という手法について詳

しく丁寧に述べられている。「スピーチ構成図」は，導入→主張→理由の裏づけ→理由→反論→結

論という順に論理を視覚的に構成するための図である。「情報」の授業で，プレゼンテーション実

習を取り入れる際などに，生徒に準備させる段階から自己評価・相互評価をさせる段階まで，通

して役立つものであり，学ぶ価値は大きい。

『だます心 だまされる心』

安斎育郎：著 岩波書店 2005年 194ページ 735円

情報化が進む現代，ふと考えてみると，情報機器の仕組みを知らないままに，当然のように日

常生活で利用しているのではないだろうか。今や「ベンリ」な時代は終わり，その後に「リスク」

という語が続く時代であると，授業の中で私は生徒に話している。「私は，騙されない」と思う人

ほど騙されやすいと改めて説く，本書５章「実生活にひそむだまし」が，特におもしろい。「思い

こみ」の危険性を再認識させられるからである。これらを参考に授業で「思いこみ」テストを実

施してみるのも非常に効果的に思われる。また，「だます側の心」や，時代とともに「だましの手

口」が変化しても応用することができる。大変興味深い本である。

銚子市立銚子高等学校 教諭 遠藤 雅彦 先生

福岡県立嘉穂総合高等学校 教諭 倉光 浩二 先生



１ はじめに

２ 中学校での情報教育の課題

▼「技術」担当教員の意欲の差

▼他教科での情報教育の意識の薄さ

▼中学校と高校との連携が難しい

３ 体系的な情報教育

載

連

これまでの連載では，「技術・家庭」の「情報とコンピ

ュータ」の学習指導要領における内容や教科書の構成，

授業の流れなどを見てきた。ものづくりの姿勢を重視し

た「技術」からアプローチした情報教育は，高校の教科

「情報」とはまた違った視点をもっており興味深い。その

一方で，中学校には高校にも通じる課題があることも明

らかとなった。

今回の最終回では，現在の課題や今年告示される新学

習指導要領の内容をふまえて，中学校に求められる役割

や，今後の情報教育のあり方を考えてみたい。

情報教育」をテーマにした研究会などでは，小学校・

高校にくらべて中学校の先生方の集まりが悪いという。

また，中学校や高校の情報教育に関わる先生に話を聞く

と，お互いの状況を知らないことも多い。興味があって

も，情報を得る機会が少ないようだ。これらの原因の１

つに，中学校の情報教育が既存の教科であった「技術」

に集中しすぎていることがあるのではないだろうか。こ

のことは，次のような状況を招いていると考えられる。

技術」には旧学習指導要領(平成５年４月施行)からコ

ンピュータの操作や情報活用を学ぶ「情報基礎」という

分野があったが，選択履修の一領域にすぎなかった。と

ころが，現在(平成14年４月施行)の学習指導要領では「情

報とコンピュータ」として，実質「技術」の半分を占め

る大きな領域となったのである。それまでおこなってい

た木材や金属を使用した作品製作は大幅に縮小され，「技

術の教員として，もっとものづくりに取り組みたい」と

いう思いをもつ先生も少なくないという。情報教育に積

極的に取り組む教員もいる一方で，教科部会や授業の内

容も「技術とものづくり」中心という教員もおり，先生

の意欲によって「技術」での情報教育に差が出る状況と

なっている。

情報教育は本来，小中高の全教科を通じておこなうこ

とが求められている。実際，小学校では，総合的な学習

の時間を使った情報モラル教育や，各教科でのICT活用

教育も活発になってきている。しかし，中学校では「こ

れまでおこなってきた授業方法をわざわざ変える必要は

ない，情報教育は『技術』でできるではないか」と思っ

てしまう先生も多いようだ。これは教科「情報」をもつ

高校にもいえる状況である。

現在は，情報教育はおもに中学校では「技術」，高校で

は「情報」でおこなわれている。教科名も違い，それぞ

れ各校種にしかない特別な教科なので，同じ分野を学ん

でいるという意識をつくりづらいのではないだろうか。

また，情報教育の実践例はまだ少なく，担当の先生方の

考えに依るところが大きい。そのため，比較的連携を取

りやすい一貫校でも，小中高で担当の先生が異なり，考

え方が違っていれば，一貫した情報教育をおこなうこと

が難しくなってしまう。

情報教育が話題になりはじめた頃から，小中高を通し

た体系的な情報教育の必要性は唱えられていた。しかし

現在の情報教育は，小中高で独自におこなわれており，

体系的な教育への考えが希薄になってしまっている。そ

の結果，入学時の生徒のスキルや知識・意識の差が大き

くなったり，同じことを何度も学んだりという状況が起

きている。小学校からの情報モラル教育が活発になり，

家庭にパソコンや携帯電話などの情報機器が普及した今

中学校での
情報教育

中学校ではどのような情報教育が求められているのだろう

回終最



新学習指導要領での情報教育

こそ，改めて体系的な情報教育を考える必要があるので

はないだろうか。

下の表は，文部科学省が提言している情報教育（子ど

もたちの情報活用能力の育成）の３観点と８要素につい

て，小中高の各段階での取り上げ方をまとめたものであ

る。各段階に合わせて情報教育を確実に実行すると同時

に，それぞれの校種での取り組みを把握することで，学

習内容の棲み分けが可能となる。さらに，アプリケーシ

ョンソフトウェアの基本操作など，一度覚えたら後は慣

れていけばよいものは１回ですませ，プレゼンテーショ

ンなどは最初は制作・発表だけのものから，論理的に考

える力がつくにしたがって評価を加える，というように

児童・生徒の成熟度に応じてスパイラル的におこなうな

ど，メリハリをつけた情報教育を実践することができる。

かぎられた時間で効果的な成果をあげることができると

考えられる。

次のページからは，岐阜県羽島市立羽島中学校校長の

横山隆光先生に，体系的な情報モラル教育についてご執

筆いただいているので，参考にしていただきたい。

今年は新学習指導要領が告示される予定である。

2008年１月にとりまとめられた「幼稚園，小学校，

中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善について」（答申）によると，「教育内

容に関する主な改善事項」として，言語活動や理

数教育の充実に加えて，情報教育も「社会の変化

への対応の観点から教科等を横断して改善すべき

事項」として取り上げられており，ICTの効果的

な活用や情報モラルの育成が求められている。教

科「情報」も，現行の科目構成を見直し，「社会と

情報」「情報の科学」の２科目を設けることが示さ

れている。

情報教育の目指す情報活用能力は，「発表，記

録，要約，報告」といった「言語活動の基盤とな

るもの」である。今後も各教科の特徴に応じて取

り組んでいく必要がある。

表 情報教育」の３観点と８要素から見た体系的な情報教育の例



１ はじめに

２ カリキュラムの作成

⑴ 子どもにつけるべき力として特に取り上げる必要が

あるもの

●

●

●

●

⑵ 校種間・学校間の連携と指導計画について

●

中学校での情報教育連 載

警察庁広報資料によると，2007年度上半期のいわゆる

出会い系サイトに関係した事件として警察庁に報告のあ

ったものは907件であり，被害者のうち18歳未満の児童は

85.3％と大半を占めている。ケータイから利用する学校

裏サイトやプロフなどによるネットいじめの問題も深刻

であり，子どもがネットいじめの被害者や加害者となっ

ている。小学校低学年からの情報モラル教育が求められ

ている。そこで，多くの小中高等学校は情報モラル教育

を総合的な学習の時間や教科などに位置づけて実施しよ

うとしている。また，各自治体の教育センター等でも小

中高等学校教員を対象とした情報モラル教育の研修が進

められている。

しかし，次々と登場するプロフ
(→p.12)

やSNSなどの新しいサ

ービスを利用する子どもが増えるのに伴って新たな被害

が心配され，情報モラル教育で扱わなくてはならない内

容は増える一方である。さらに，小中高等学校における

情報モラル教育は，各学校で作成されたカリキュラムに

従って実施されており，小学校・中学校・高等学校間で

指導内容が重複したり，指導内容によっては十分に指導

されなかったりする事態が生じている。小中高等学校一

貫した体系的な情報モラル教育が求められている。

小中高等学校一貫した体系的な情報モラル教育のカリ

キュラムは，子どもの実態に応じて作成する必要がある。

そこで，我々は県内の小中学校を中心に実施されている

情報モラル教育のカリキュラムを調査した。また，2004

年７月に県内高校生１～３年生610人を対象にした質問

紙法による情報モラルの実態調査を実施した。これらの

分析に加え，2004年６月に岐阜県教育委員会が実施した

県内小中学校教員10,625人と高等学校教員2,839人を対

象とした調査結果の分析から，カリキュラムを作成する

にあたって次の事項に配慮しなくてはならないことが明

らかになった。これらの状況は現在でも変わっておらず，

カリキュラムの改善にあたって配慮すべき事項であると

考えている。

子どもが情報機器を扱う場合，表示された内容はいつ

も正しく，入力した情報はほかにもれないと信じてし

まい，情報の受発信に関わる危険性をまったく認知し

ていない場合がある。まして，情報社会においては悪

意のある他者による詐称が高度になり，情報を意図的

に操作したりねつ造したりすることが簡単にできるよ

うになっているため，子どもが日常生活の中で家庭に

いながら被害者となったり，自覚のないまま加害者と

なってしまうことがある。これらの被害を防ぐには，

情報モラルの指導だけでは不十分であり，情報に対す

る的確な判断力を身につけることが必要である。

発達段階に応じて，小学校での指導の上に立って中学

校技術分野「情報とコンピュータ」で情報伝達のハー

ド面についての基礎的な知識を習得しながら，スキミ

ングなど情報機器そのものの取り扱い方や危険性を知

って利用する力を付ける等，ハードウェアに関する情

報モラルの育成をはかっていく必要がある。

中学生・高校生になるとケータイ等の情報端末を所有

する割合が高くなり，定額制等のサービスの普及に伴

いケータイを日常的に利用する生徒が増えている。メ

ールや掲示板への書き込み等は，匿名で行う場合がほ

とんどであり，匿名性故の無責任さや悪意をもった書

きこみや情報発信がなされる場合もある。これらの危

険性を知った上での心の教育がますます重要となる。

一人一人の子どもが情報機器を活用して学習活動を行

い，調査，実験，実習や問題解決を行い，時間を確保

して，体験を通して情報機器の有用性とともに機器を

利用する際に気をつけることを学んでいくようなカリ

キュラムが大切である。

情報モラルは情報機器を利用するときにだけ関係する

岐阜県羽島市立羽島中学校

校長 横山 隆光

中学校ではどのような情報教育が求められているのだろう



●

●

●

●

⑶ 研修の充実

●

●

●

⑷ 地域・家庭との連携

●

３ カリキュラムの改善

特別な内容ではなく，私たちが生活している情報社会

における知っていて当然のモラルの問題として，関連

する教科，総合的な学習の時間等で扱うべきである。

学

小学校では，学校生活において体験を通した心の教育

を重視し，情報モラルとの連携を考えながら指導する

必要がある。情報モラルに関わる指導は，現状におい

ても，教科，道徳，特別活動においてなされている。

道徳で高められた価値観，教科や総合的な学習の時間

で学んだ情報機器の扱い方や利用方法，学級活動や帰

りの会等で指導する相手の気持ちを考えた話し方や聴

き方等を関連づけながら，体験を通して小学校１年生

の段階から指導していく必要がある。

校

小学校においては，情報手段に慣れ親しみ，適切に活

用する学習活動の充実に主眼をおいて，情報モラルの

指導に関わる時間を増やすとともに，教科，道徳，特

別活動に情報モラルに関わる内容を関連づけ，１～６

年生の指導計画に位置づける。また，評価の仕方を明

確にし，この評価を中学校に引き継ぐようにする。情

報化の影の部分への対応や情報モラル等の指導を指導

計画・評価計画の中に位置づけて，危険性の認知や人

に迷惑をかけないことについては，小学校低学年の段

階から計画的に指導を行っていく必要がある。

は

情報機器を使った学習を，常に扱いが堪能な教員に任

せてしまうのではなく，情報機器を利用した方が効果

的な場面においてはどの教員もが積極的に授業で活用

し，必要に応じて計画的に情報モラル教育を行うこと

が必要である。特に小学校においては，情報モラル教

育を一部の教員に任せるのではなく，どの教員も適切

に，体験を通しながら実施していくことが大切である。

ウ

多くの教員が情報モラルに関するカリキュラムづくり

と家庭への啓発活動が必要だと考えており，そのため

のカリキュラムを小中高等学校の教員が連携して作成

する必要がある。ここで，問題になるのが情報モラル

教育の学校間格差である。同じ小学校どうしでも学校

によってネットワーク環境，教員の知識・技能，カリ

キュラムが異なっており，これらの学校から中学校に

進学した生徒には技能面・知識面・意識面において差

が見られる。そこで，それぞれの学校での指導内容が

わかるように，学校もしくは市町村教育委員会ごとに

ウェブ上で公開するといったようなしくみがあり，学

校間においてその差を少なくしたり，その差を知った

上で情報モラル教育が展開されたりすることが必要で

ある。

ェブサイトの新

ほとんどの教員が情報モラルにつながる「相手を思い

やる心」「信頼」「謙虚な心」等の指導を行ってはいる

が，情報モラルの内容について知っている教員が少な

いことから，連携の必要性とともに情報モラルについ

ての研修を深めることが必要である。

サ

情報モラルの中で，掲示板への書き込み，チャットの

参加，セキュリティ対策等について，体験していない

教員が多く，指導する以前に，それらの危険性を認識

し，その危険性を回避する方法を知り，危険性を回避

するための指導法を工夫する必要がある。また，教員

の体験が少ないものについての研修コースやプログラ

ムの充実が必要である。

ー

ケータイの操作やウェブサイトの閲覧・利用，携帯端

末を利用した決済等，子どもの知識・技能が教員を上

回っている場合がある。これらのハード面やソフト面，

サービス体制の進歩はめざましいものがある。機器操

作やアプリケーションの利用等においては，教員がそ

の取り扱いに熟練してから指導するというより，子ど

もとともに操作方法を学んだり，利用方法を試したり

しながら学習を進めており，この方法は主体的に子ど

もが学習に取り組むといった面で成果を上げている。

情報モラルについても同様な傾向が見られ，一方で教

員の研修を進めながら，一方で体験を通して子どもと

ともに危険性について学習したり，適切な利用法を考

えたりするといった子どもの発達段階を考えた指導体

系を検討する必要がある。

ビスの登場，機器や

有害サイトへのアクセスを制限したり，保護者へフィ

ルタリングソフトウェアの導入を促したりして有害な

情報に容易に近づけないようにすることも必要である

が，一般のインターネット端末やケータイ等から簡単

に有害サイトにアクセスすることができ，子どもがこ

れらを利用して有害サイトにアクセスするようなこと

が起こっている。インターネット等を介して情報メデ

ィアから有害な番組を視聴することも簡単にできるよ

うになり，学校教育だけでこれらに対応することは困

難である。学校での情報モラル教育，家庭での指導，

行政や民間での対応を明確にして，啓発を進めるとと

もに連携を図っていく必要がある。

我々は上述の手順を経て小中高等学校一貫した情報モ

ラル指導計画 を作成し，各学校での実践を開始した。小

中高等
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▼

連 載 中学校での情報教育

ネットワークの発展に合わせて，情報モラル教育の指導

内容と指導時期を子どもの実態に応じて毎年見直す必要

がある。そこで，本校は羽島高等学校や岐阜聖徳学園大

学と連携して情報モラル教育の研究を進め，カリキュラ

ムの改善を図っている。カリキュラムは定期的に生徒の

実態を調査して改善する必要があるため，連携して実態

調査を行った。今回は，中学校１年～高校２年の掲示板，

チャット，ケータイの知識・理解について調査した。調

査時期は2006年12月，有効回答数は中学校１年212人，中

学校２年231人，中学校３年222人，高校２年180人であ

る。調査は本校と羽島高等学校とで調査項目を共通にし，

質問紙法で行った。その結果，全ての調査項目の正答率

は，中１＜中２＜中３＜高２と高くなっており，中高等

学校で体系的に情報モラル教育を進めると正答率は学年

が上がるにつれて高くなることがわかった。

中学校で実施している情報モラル教育の時間は限られ

ている。中学校で扱わない内容の正答率は中３でも50％

前後と低いままである。高等学校は情報モラル教育に関

わる内容を教科「情報」等で扱っており，表１に示すよ

うに，高等学校で学習した項目は，中学校に比べて正答

率が著しく高くなっている。

一方，中学校で扱っている内容は，中１＜中２＜中３

と正答率が高くなり，中３で正答率が90％前後に達して

いる項目もある。しかし表２に示すように，中３での正

答率が70％を下回っている項目がある。これらの項目は

高等学校においても扱っていかなくてはならない。

表３は高２になっても正答率が低い項目である。これ

らの項目については高２以降においても指導を要するこ

とがわかる。

質問

で

表１ 高校２年の正答率が高まるもの

中
１

ブログはインターネット上の日記のよ
うなものなので，個人情報を書き込ん
でも安全に処理される。

30

中
２

中
３

高
２

33 43 100

96433527
手軽に書き込めるのがブログの良さな
ので，情報の正確さよりおもしろさを
優先して書き込む。

90543327
掲示板の情報はすべて間違っているの
で信用してはいけない。

掲示板は文字しか発信することができ
ない。

23 31 45 92

掲示板に書き込む時には個人情報を守
るために他の人のようにふるまう。

21 41 51 90

チャットは悪意のある人だけが参加す
るものなので近づいてはいけない。

30 29 48 93

チャットは知り合いどうしだけが会話
するものである。

30 29 44 96

チャットは短い言葉で情報をやりとり
するので互いの気持ちが伝わりやすい。

29 37 50 93

チャットでメールアドレスや電話番号
を書いてもすぐに消えるので大丈夫だ。

34 46 60 97

98624729
ケータイから書き込める掲示板は保護
されているので個人情報を書き込んで
も大丈夫だ。

92452415
チェーンメールを止めてしまうと，サ
ーバの記録から誰が止めたのかわかる
ようになっている。

(正答率の単位は「％」。以下同様)

も

表２ 中１～高２と正答率が高まるもの

979082

高
２

中
３

中
２

71
掲示板にのっていることは信頼できる
情報なのですべて正しいと考えてよい。

中
１質問

掲示板の情報はすべて正しいことが選
ばれて公開されている。

53 65 78 99

学校の評判を書き込む掲示板には本当
のことだったら何を書いてもよい。

48 67 74 96

使っている掲示板がよく使われている
か確かめるために，冗談で自殺予告な
どを書き込んでみる。

54 80 85 96

掲示板では書き込みをした人間が特定
されないので，友だちの個人情報なら
書き込んでもよい。

54 81 89 98

チャットで知り合った人と直接出会う
のは相手の人をよく知ることができる
のでよいことだ。

46 61 69 96

チャットで知り合った人と出会い，信
頼できそうなので自分のことをいろい
ろ話した。

43 69 75 96

友だちのメール内容を別の友だちにチ
ャットルームを使って教えてあげた。

39 60 71 98

チャットでクラスのある人物の悪口で
盛り上がった。

45 68 83 98

ケータイに知らない人からの着信履歴
があれば電話して確かめる。

43 63 81 96

97756443
チャットでゲームソフトを売り買いす
る約束をして相手の言うようにお金を
送った。

96736346
チャットで誰か二人が親しそうに話し
ているので，からかいの言葉をさしは
さんだ。

96695939
個人情報を守るために，友だちの ID
とパスワードでチャットに参加した。

97806746
不幸のメールが届いたので，念のため
知らない人のアドレスにメールを送っ
ておいた。

97806441
ケータイメールを使ってクラスのある
人の悪口を回しあった。

5028
チャットは相手の人が返事を待ってい

るので，短い言葉になりがちである。

質問 中
１

ブログも掲示板の一種である。 17

中
２

中
３

高
２

25 38 49

相
表３ 正答率が高くないもの96554631

チャットに個人情報を書き込ん
手がわかっているので安全である。

51443425

ケータイに送られてきたメールを別の

人に転送するにはメールを書いた人の

許可が必要である。



４ 情報モラル教育の事例
～生徒会の動きと関わらせる

【参考資料】

▲

図１は，中学校３年のケータイを扱った情報モラルの

授業前後の正答率である。授業で扱った内容はケータイ

であり図１の調査項目を直接扱ってはいない。しかし，

ケータイの授業で「相手の気持ちを考える」「自分の身は

自分で守る」ことを指導しているため，直接扱った内容

以外の調査項目にも影響を与えていることがわかる。

ケータイの所持率は中１になるときに増えている 。

今回の調査においても中高等学校で指導する内容として

ケータイの適切な使い方の指導の割合を増やさなくては

ならないことがわかった。また，カリキュラムでは中学

校で扱っている「携帯電話の必要性・使い方（マナー）・

危険性」「なりすましと自己責任」などは小学校に移行さ

せる必要があることがわかった。しかし，小学校で指導

しなくてはならない内容がふくれあがるという問題が生

じている。現行の学習指導要領において情報モラル教育

の時間を大幅に増やすことは難しく，各学校で実施され

ている総合的な学習の時間等の内容の見直しが必要とな

っている。

2007年５月に公表された文部科学省委託事業「情報モ

ラル等指導サポート事業」の情報モラル指導モデルカリ

キュラムは５つの柱で構成された 。５つの柱は，①情報

社会の倫理，②法の理解と遵守，③安全への智恵，④情

報セキュリティ，⑤公共的なネットワーク社会の構築で

ある。情報モラル指導モデルカリキュラムは，校種・学

年に応じて，５つの柱の中に大目標と中目標を設定して

いる。校種・学年は，L1(小学校低学年)，L2 (小学校中

学年)，L3(小学校高学年)，L4(中学校)，L5(高等学校)

に区分されている。我々は現在，小中高等学校一貫した

体系的な情報モラル教育のカリキュラムと情報モラル指

導モデルカリキュラムとの統合を模索している。

本校の体育祭・文化祭などの行事，授業・掃除・合唱

などの常時活動は，生徒が企画・立案・運営している。

生徒会は正しい使われ方をしていないケータイの問題を

生徒会の活動のひとつとして取り上げ，全校の生徒と家

庭にはたらきかけることを提案した。生徒会は生徒会議

会に，①全校生徒のケータイ利用実態をつかむ，②全校

生徒にケータイの正しい利用ができるようにはたらきか

ける，③保護者にケータイの正しい利用ができるように

はたらきかける，④講師を招いて情報モラルの話を聞く

ことを提案し，ケータイの正しい使い方の取り組み が

始まった。生徒会は全校の生徒の実態をつかむためにア

ンケートを実施した。アンケートの質問項目は教員と生

徒会で決め，質問紙法で全学級が一斉に行った。生徒会

はアンケート結果からできるだけ早くケータイ利用の約

束を決め，全校の生徒や家庭に呼びかけていくことを決

めた。ケータイ利用の約束はアンケート結果をもとに生

徒会・教員・PTAが協議して決めた。生徒会はこの約束

をアンケート結果とともに全校に伝え，活動の様子を生

徒会ウェブページに掲載し，全家庭に印刷配布した。ケ

ータイ利用の約束は学校が一方的に決めるものではない。

ケータイ利用の約束は，生徒会活動の一連の流れの中で，

教員のアドバイスを得ながら生徒が約束づくりに参加し，

PTAの理解も得ながら三者が協議して決めていくこと

で効果が期待できるのである。

＊１ http://www.hashima-gifu.ed.jp/hashimaj/

18moral/index1.htm

＊２ 文部科学省委託事業「情報モラル等指導サポート

事業」，すべての先生のための「情報モラル」指導

実践キックオフガイド，日本教育工学振興会

(2007)

＊３ http://www.hashima-gifu.ed.jp/hashimaj/

seitokai/hashimaj/keitai/index.htm

高
２

中
３

中
２

中
１質問

チャットは短い言葉のやりとりをしな

がら同時に交流するツールである。
13 19 30 51

52363723

ケータイを使いすぎると，費用だけで

なく健康面でも悪影響があるとされて

いる。

52392721

チャットはじっくり考えて返事を書く

ことができないので，誤解を招きやす

い。

他のウェブサイトに掲載されている写

真でも許可を得れば使ってもかまわな

い。

14 36 54

掲示板はブラウザから閲覧する仕組み

になっている。
3 6 10 54

534321
チャットはその場の雰囲気でついつい

調子に乗って安易に言葉を使いがちだ。

図１ 授業後の正答率の変化

http://www.hashima-gifu.ed.jp/~hashimaj/18moral/index1.htm
http://www.hashima-gifu.ed.jp/~hashimaj/seitokai/hashimaj/keitai/index.htm


●Windows Vista

▶

●ICT(Information and Communication Technology)

(→p.6)

●プロフ（→p. ，13)

▲

話題のキーワード

マイクロソフト社が開発した，Windows XPの後継に

あたるOS。2007年１月30日に発売された。画面の基本構

成はWindows XPと大きな違いはないため，基本操作

の面で戸惑うことは少ないと考えられるが，安全性と快

適性を重視した機能が新しく盛りこまれている。具体的

には，次のような新機能がある。

①セキュリティの強化

・Windows Defender

スパイウェアの検出・削除をおこなう。

・Windowsメール(Outlook Expressの後継)

迷惑メール対策機能が標準装備されている。

・ユーザーアカウント制御

ソフトウェアやドライバのインストールや設定変更を，

管理者以外にはおこなえないようにする。

・保護者による利用制限

ウェブサイトの閲覧やパソコンの利用時間など子ども

の利用範囲を設定できる。

②新しい操作性

・Windows Aero

ウィンドウ枠が透けたり，ウィンドウの

サムネイルを表示したりと，開いている

ウィンドウの内容を確認しやすい。

・Internet Explorer 7

複数のウェブページをタブで切り替える

タブブラウズ機能，RSSリーダ機能など

が搭載されている。

・Windowsサイドバーとガジェット

電卓やカレンダーなどのミニアプリケー

ションをデスクトップからすぐに利用で

きる。

このように多くの機能が追加されたが，その分パソコ

ンに高いスペックが要求され，たとえばメインメモリが

２GBほどないと動作が重いという声もある。Windows
 

XPのサポート期間も延長されているので，パソコンに

Windowsを導入する場合は，使用状況に応じてOSを

検討するのがよいだろう。

情報通信技術」「情報コミュニケーション技術」を意

味する。似たような意味で，日本では「IT(Information
 

Technology：情報技術)」という言葉が長く使われてき

たが，世界的には「ICT」の方が主流となっており，最近

は日本でも行政機関を中心に使われるようになっている。

情報教育でもICTの効果的な活用が重要となっており，

ICT活用教育の実践例を取り上げたウェブサイトも公開

されている。

【ICT活用教育を扱っているウェブサイト】

ICT教育推進プログラム協議会

http://www.ict-consortium.jp/

独立行政法人メディア教育開発センター(NIME)

http://www.nime.ac.jp/

携帯電話やパソコンで簡単につくることができる自己

紹介(プロフィール)サービス。多くは無料のサービスで

あり，質問事項に答えるだけで簡単に登録できる。プロ

フのアドレスを交換することで名刺がわりに使用でき，

中高生を中心にコミュニケーションツールとして広まっ

ているが，なかには自分の本名や写真，学校のことなど

本人が特定されやすいことも気軽に書いてしまっている

ものもある。安易なプロフの利用が個人情報の悪用につ

ながるなどの危険があることを，生徒に理解させる指導

も必要である。

プロフの注意ポイント

ことばの解説



授業に使える統計データ

学校の情報化 携帯電話の利用

●

●

図３～５(モバイル・コンテンツ・フォーラム監修

『ケータイ白書2008』，2007年)

図１，２(社団法人日本教育工学振興会 文部科学省委託事業

地域･学校の特色等を活かしたICT環境活用先進事例に関する調査研究」，

2007年３月)

データを読む

図３ 携帯電話・PHSにおけるプロフサービスの利用状況

プロフサービスの利用率は全体で7.1％だが，10代男性では12.9％，

10代女性では29.2％にものぼる。30代以上は過半数が「知らない」

と答えるなど，プロフはおもに10代で利用されている携帯電話なら

ではのサービスといえそうだ。

図４ 携帯電話・PHSにおける SNSの利用状況

おもに10代が利用するプロフに対して，SNSは10～20代を中心に

利用されている。10代の利用する SNSサービスは，「mixiモバイ

ル」や「モバゲータウン」が多い。

図５ 携帯電話・PHSを利用する際に接した有害情報

半数近くの利用者が何らかの有害情報に接した経験をもつことに

注意したい。フィルタリングサービスを利用し，情報モラルの意識

をもつなど，利用者自身で身を守る必要がある。

ハードウェア (単位：台)

教室の種類 普通教室 コンピュータ教室

コンピュータ 4.9 3.9 8.1 25.9 37.6 69.9

プロジェクタ 0.6 0.4 1.7 1.1 1.2 1.7

実物投影機 0.7 0.1 0.1 0.5 0.5 0.7

学校の種類

10.04.93.91.00.71.0プリンタ

4.75.34.40.10.61.5ディジタルカメラ

0.40.20.20.00.00.1電子情報ボード

プレゼンテーション
ソフト

統合ソフト
(ワードプロセッサ･

表計算ソフトなど)

百科事典・資料提示
用ソフト

ソフトウェア (単位：％)

学校の種類

教室の種類

高中小

教科学習用ソフト

グループウェア

ネットワーク管理シ
ステム

フィルタリングソフト

小 中 高

高中小小 中 高

7.3 7.1 9.2 60.6 71.7 72.9

12.0 6.0 4.6 67.9 51.2 71.0

8.5 6.4 13.9 47.6 44.5 62.2

56.347.051.015.86.58.0

51.394.782.016.921.421.8

47.999.994.218.827.733.2

コンピュータ教室普通教室

48.857.448.821.013.814.3

図１ ICT環境整備の状況

※学級数の平均は，小中学校は12クラス，高校は17.1クラスである。

文部科学省を中心に ICT活用教育が進められている。コンピュー

タ教室の ICT環境は充実してきているが，普通教室ではまだ十分

に ICTを活用した授業ができるとはいえず，今後の課題である。

情報処理 その他

情報処理 上級システムアドミニストレータ

情報処理 情報セキュリティアドミニストレータ

資格

情報処理 初級システムアドミニストレータ

情報処理 ソフトウェア開発技術者

情報処理 基本情報技術者

高中小

1.9 3.3 12.6

0.0 0.0 0.3

0.0 0.1 0.4

13.21.61.1

2.00.20.0

12.41.90.7

マイクロソフト認定資格

LPIC認定資格

教科「情報」の教員免許

教育情報コーディネータ ITCE ３級

0.9 0.9 1.6

0.0 0.1 0.1

0.90.50.6

56.02.20.2

図２ 情報担当者のもっている資格

機器の管理や ICT活用教育の支援などをおこなう情報担当者だが，

高校では半数以上の担当者が教科「情報」の教員免許をもち，教科

「情報」担当＝情報担当者となっている学校も多いようだ。

(単位：％)



●概要

●特徴

ファイル復元ソフトウェア DataRecovery

●概要

●特徴

ミニテスト作成ソフトウェア Excel〇×ミニテスト

授業に応用したいフリーソフト

削除してしまったファイルが存

在していたドライブを選択し，

「スキャン」をクリックする。

採点結果画面

○と×はオートフィルタ矢

印で選択することができる。

※紹介したソフトウェアのバージョンおよびURLは，2008年１月31日現在のものです。

※動作環境については，それぞれのソフトウェアに示されているものを紹介しています。

※利用にあたっては，念のため，ウイルスチェックをおこなうことを強くおすすめします。

動作環境：Windows 95/98/Me/NT4.0/2000/XP/Vista

種 類：フリーウェア

著作権者：トキワ個別教育研究所

Ｕ Ｒ Ｌ：http://tokiwa.qee.jp/

ごみ箱を空にする」の操作などで削除してしまったファイルを

復元できるソフトウェア。100％復元できるとはかぎらず，ファイ

ル名も元とは違うものに変更されていることが多いが，試してみ

る価値はあるだろう。

・ファイルの復元に加えて，ファイルを二度と復元できなくする

消去機能もついている。

・拡張子など，ファイル名からの検索も可能。

ver.2.4.2

動作環境：Windows 2000/XP以上，Microsoft Excel 2000以上

種 類：フリーウェア

著作権者：KOMA

Ｕ Ｒ Ｌ：http://excel07.blog114.fc2.com/

Excelで○×形式のミニテストを作成・採点できるソフトウェ

ア。作者のウェブサイトでは，ほかにもExcelでの３択～５択の

ミニテストを作成するソフトウェアも公開されており，授業での

ミニテストに活用できる。

・10問の○×問題と解答・解説を表示することができる。

・列の幅や行の高さも変更できるので，さまざまな内容の○×問

題を作成することができる。

ver.1.2

採点」ボタンを押すと，判

定と解説を表示させること

ができる。

オンラインソフトウェア紹介

ファイルスキャン画面

http://excel07.blog114.fc2.com/
http://tokiwa.qee.jp/


よねさんのWordとExcelの小部屋

教科「情報」の発展を考える会

誰でもできる著作権契約

授業に役立つウェブサイト

著作権者：よねさん

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.eurus.dti.ne.jp/yoneyama/

Microsoft OfficeのWord・Excel・PowerPointの操作を扱った

ウェブサイト。とくにExcelについては，基本操作から関数・VBA

などをサンプルを使って詳しく取り上げている。Excelの関数を調

べたいときには，「Excel関数一覧表」のページが役に立つ。Word

と Excelについては，Office 2007の解説も順次追加されている。

著作権者：教科「情報」の発展を考える会

Ｕ Ｒ Ｌ：http://forward-johoka.info/

2003年度より高等学校で必修となった教科「情報」だが，未履修

問題やいまだに起きる「情報は必修でなくてよい」という議論など，

教科「情報」の目的が十分に理解されているとは言いがたい現状が

ある。

この会は，教科「情報」の目的や本質を多くの人に伝えるため，

高等学校の「情報」教員を中心に設立された。ウェブサイトでは，

全国の研究会情報や実践報告などを掲載している。

著作権者：文化庁

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.bunka.go.jp/chosakuken/keiyaku
 

intro/

著作権のなかでも，著作権契約」に的を絞ったウェブサイト。「入

門編」では，講演・原稿・絵画などの著作物を，著作権者に無断で

使用してしまった場合のトラブル事例と対策がアニメーションで紹

介されている。「実践編」では，実際に契約をするときの文書の作成

方法やひな形が紹介されており，必要事項を入力するだけで契約書

を作成することができる。著作権の授業で許諾の取り方などを学ぶ

ときに，参考となるウェブサイトである。

お役立ちサイト紹介

http://www.bunka.go.jp/chosakuken/keiyaku_intro/
http://www.eurus.dti.ne.jp/~yoneyama/
http://forward-johoka.info/


⑴ 東京理科大学 理工学部 機械工学科 (http://www.rs.noda.tus.ac.jp/me/)

⑵ 溝口研究室の紹介(http://www.rs.noda.tus.ac.jp/hmlab/)

＊本誌掲載記事の無断複製・転写・転載を禁じます。88130Ｏ20

研 究 室 紹 介 東京理科大学 理工学部 機械工学科 溝口研究室」

本学科では，自然環境と人間とテクノロジーの調和をモットーに，宇宙環境も含め

てこれからのニーズに応えることのできる技術者・研究者を育てる教育・研究を行っ

ています。各専門分野で国際的に高く評価されている教授陣と共に，緑あふれる自然

環境の中で勉強します。３年次までに機械工学の基礎，機械工学実験，コンピュータ実

習，機械設計，製図等を履修した後，４年次では各人希望の研究室に所属します。少

人数で教員の直接指導の下で行う卒業研究では，あらゆる分野の先端科学と接点をも

つ機械工学の特質を発揮して，多様なテーマに取り組みます。本学科の研究室におい

て実施される研究領域は多岐にわたり，ここで身につけた実力は産業界のあらゆる分

野に活かされる専門性をもっています。本学科では，工業および情報の高等学校教諭

一種免許状の取得が可能です。（詳細はhttp://www.tus.ac.jp/を参照してください)

溝口研究室では，「知能機械学」「ロボット学」といった分野に関わる研究を行っています。研究室全体の大

きな目標は「人の相手ができる機械」「人を見てわかる機械」の実現です。具体的には，音の波の干渉を利用し

て耳元でだけ囁きかける技術や，一緒に散歩したり荷物を持ってついてきたりして役に立つロボット，人間の

優れた歩行運動の理解等に取り組んでいます。

①対象追従型選択的伝声システム

マイクアレイにより「聞き耳をたてる」形でその人から音声を拾う技術，スピーカーアレイにより「耳元

で語りかける」形で音を聴かせる技術などの開発を行っています。多数のスピーカーやマイクを並べてアレ

イを作り，個々の要素の位相を10μsecオーダで制御し，実時間追跡視覚と統合することで，特定の人にだけ

音を聴かせたり，声を拾ったりということが可能なシステムの構築を行っています。

②視覚を介した移動ロボットと人間とのやりとり

視覚を主とするセンサー群により「人の存在を認識」して注意を向ける技術の開発を行っています。ロボ

ットや人が動けば，照明条件は変化するし，視野内の対象人物の見え方は大きく変動します。人を見て振る

舞いを適切に切り替えられるような移動ロボットの構築を試みています。

③人間とロボットの歩行運動

歩行動作の仕組みや，転倒メカニズムを理解するために，歩行動作の計測，解析，モデル化に関する研究

を行っています。不整地でも，ロボットが素早く安定して歩いたり，駆けたり出来るようにするには，人間

に学ぶべきことが沢山あります。このような考えに基づき，歩行動作解析の研究に取り組んでいます。
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